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担癌宿主において低栄養を高率に発症し、がん終末期にはその頻度は 8 割を超える

ほか、がん関連死亡の 3 割が低栄養に起因する可能性が報告されている。またがん悪

液質は骨格筋量の減少と筋力低下を認める症候群であり、その発症には、がんに伴う

全身性炎症反応亢進が深く寄与する可能性が欧米を中心に示唆されてきた。そもそも

がん患者に認める炎症反応亢進は、Hallmark of Cancer（がんの特性）のひとつとし

て 2011 年から報告されており、がんと炎症は密接に関連することが明らかとなって

いる。2019 年に発表された低栄養の世界的診断基準である Glim 基準においても全

身性炎症反応亢進は、病因のひとつとして明記されているほか、2023 年 8 月に Asian 

Working Group for Cachexia(AWGC)より提唱された、アジアのあらたな悪液質診

断基準のなかにも CRP 高値(≧0.5mg/dL)が明記されている。このような背景の中、

我々がこれまで行ってきた担癌宿主における全身性炎症反応亢進のサルコペニア・フ

レイルに与える影響を報告し、また抗炎症に着目した新たな支持療法のひとつとなり

うる補剤の可能性を議論する。 

 

 


